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外的要因 自然環境 気象 ２６％
地形 ５％
動植物 ２１％
生物 病気 １６％
ケガ １１％
社会・文化・人為 人間関係 ３２％
装備 １１％
食料 ０％
施設 ５％
プログラム １１％
主催者・指導者の過失 ２１％
表４ 本講座で知った・体験したこと（ファー ストエイド）
ファーストエイド
傷（きり傷・すり傷） ２６％
やけど １１％
ねんざ ５８％
低体温症 ７９％
包帯法 ５３％
表５ 今後知りたいこと・体験したいこと
危険要因 ２６％
危険予知トレーニング（ＫＹＴ） ５３％
リスクマネジメントエクササイズ（ＲＨＥ） ５３％
保険 ３７％
その他 ０％
打撲・肉離れ ３２％
骨折 ４２％
虫さされ・かぶれ ３７％
熱中症 ４２％
食中毒 ５８％
心肺蘇生 ３７％
搬送 ３７％
その他 ９％
４）意見・希望について
意見・希望を自由記述で求めたところ，以下のよう
な記載があった（原文のまま）。
これらは「受講の機会をもちたい」というものであ
り，野外活動の安全に関わる知識を得たいという気持
ちが示された。また，今後の内容については，演習形
式の希望が明らかになった。
０１：新しいキーワードを頂きました。よく調べたうえ
再度受講できる機会があるとよいと思っています。
ありがとうございました（７０歳代）。
０２：講義があれば何度でも参加させて頂きたいです。
また機会があればお願いします（４０歳代）。
０３：元看護師なのですが離職してから１０年以上経過し
ているので復習として何のことでも受講したい
（７０歳代）。
０４：今後も参加してみたいと思います。ありがとうご
ざいました（３０歳代）。
０５：本日はありがとうございました。新しい知識を今
後に生かしていいきたいと思います（２０歳代）。
０６：体験させて頂き，よく理解できました（６０歳代）。
０７：具体的な演習が良かった（６０歳代）。
表２ 参加者アンケート
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報 創刊号
―４５―
Ⅲ．統括と今後の展望
今回実施した講座は，受講者の約７割（１３名）が４０～
７０歳代であった。講義，演習では，受講者は積極的に質
問をするなど，意欲的な姿勢が見受けられ，中高年の野
外活動の安全に対する関心の高さがうかがえた。
また，アンケート結果が示すように，野外活動の危険
要因及びファーストエイドに関して，受講者は各々が新
たな気づきや体験をしていた。特に，野外活動の危険要
因については，今回の講義で取り上げた項目の「気象」
「動植物」に限らず，「人間関係」や「主催者・指導者
の過失」などの新たな知識を得たようである。また，野
外活動のファーストエイドでは，「ねんざの対応」「低体
温症の対応」「包帯法（含む包帯，三角巾のつくり方）」
で高い数値が得られ，中でも「低体温症の対応」が多く
の受講者の新たな知識と体験となったことが示されてい
た。この理由としては，本講座の開設が冬期であったこ
とや２００９年７月の北海道大雪山系死亡遭難事故のニュー
スにおいて低体温症が取り上げられたことが影響してい
ると考えられ，受講者が野外活動に関わる事故報道を，
身近なものとして捉えていることが示された。
今回の講座では，野外活動の危険要因と対処法および
ファーストエイドに関する項目の一部に留めている。し
かし，アンケート結果からわかるように，受講者は，今
回の講座で取り上げなかった項目についても，更に学び
を深めたいという意欲を持っている。そして，受講方法
については，自らが参加する「危険予知トレーニング
（KYT）」，「リスクマネジメントエクササイズ（RME）」
やファーストエイドなどの演習形式で行うものを求めて
いる。
これらを踏まえ，今後の展望としては，安全教育の基
本である「自らの安全は，自らが守る」ことを身につけ
るために，受講者が野外活動の危険要因と対処法および
ファーストエイドに関する知識・スキルを獲得できるよ
うに，項目をしぼり込み，参加型の演習形式を中心とし
て，継続的に講座を実施していきたい。また，今回，筆
者らは，安全教育のプログラムの一つとして地域住民を
対象とした講義及び演習を試みたが，既述したように野
外活動，野外教育の対象が，幼児から高齢者まであらゆ
る年代に広がりを見せていることを鑑み，各年齢層に合
わせた内容の検討を行い，安全教育のプログラムの開発
につなげていきたい。
付 記
本研究は，平成２１年度北翔大学北方圏生涯スポーツ研
究センター研究費の助成を受けて実施された。
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抄 録
野外活動は，人が生涯にわたり成長する機会としての教育的効果が期待され，レジャー人口の増加と共に野外活動
の参加者は，幼児から高齢者までのあらゆる年代へ拡がりを見せている。しかし，野外活動指導者の参加者に対する
安全管理や安全教育は十分なものとは言えず，野外活動時における事故報告が増加し，新たな課題となっている。
筆者らは，このような現状を踏まえ，野外活動時の安全教育の基本は，「自らの安全は，自らが守る」と考え，野
外活動の参加者自身が身につけるべき知識とスキルの獲得を目的とした安全教育プログラムの開発に取り組んだ。本
稿は，野外活動時の安全教育プログラムの一つの試みとして，地域住民を対象とした安全教育の講義及び演習を行なっ
た内容を中心に報告する。
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